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⽇本のがん事情
「最新がん統計まとめ」

https://ganjoho.jp/reg_stat/statistics/stat/summary.html

• ⽇本の超⾼齢化社会と共にがん患者数は年々増加傾向。国⺠の2⼈に1⼈が、がんに罹患する時代。
• 現在、国⺠の4⼈に1⼈が、がんで亡くなる時代（2023年︓38.3万⼈（がん）/157.6万⼈（全））。
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がんの三⼤療法
•⼿術療法
•化学療法（抗がん剤治療）
•放射線療法（放射線治療）

／ 
正常細胞

／ 

がん細胞

がん患者の放射線治療実施率
⽇本では約30%
欧⽶では60-80%

単に治療するのみではなく、
⾼いQOL（quality of life︓⽣活の質）
の維持が必要不可⽋

•放射線療法（放射線治療）

我が国では
がんの放射線治療
の実施率が低い

放射線治療は
QOLが⾼い治療である
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働きながら治療できる
体⼒の少ない⾼齢者にも適している
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⾼度技術を駆使した放射線治療法 4

物理学

医学

医学物理学



要求される医学物理学研究
「4つの先端技術の柱に関する研究開発」

照射システム 線量検証ツール

シミュレーション
システム

画像システム

AI・機械学習

医学物理学の研究開発
を⾏える⼈材育成を、
⼤学等で実施すること
が重要

研究開発ができる
「医学物理⼠」
が必要不可⽋
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病院、学校、研究所に所属し、物理⼯学の⾯から医学および医療に貢献し、
かつ医学物理⼠の試験を受けて合格した⼈々を 「医学物理⼠」 といいます。
（現在、国内に1,543名（2025/4/30）、⽶国の医学物理⼠は10倍以上）

医学物理⼠

医師

看護師
技師

⾼精度な放射線治療

治療装置や技術の向上だけでは、精度の
⾼い放射線治療を患者へ提供出来ない

医学物理⼠とは

q 患者ごとの治療計画実施
や投与線量精度管理。

q 臨床現場において、治療
装置の精度や性能の維持
管理及び向上に貢献する
こと。

q 医学物理学分野の発展・
進歩において、研究開発
⾯で貢献すること。

q 医学物理⼠の⼈材育成や
教育に貢献すること。
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医学物理⼠の試験・資格認定

医学物理⼠認定機構により、年1回（秋）に医学物理⼠認定試験が⾏われている。
• 多肢選択式︓物理⼯学系、医学⽣物系、⽳埋め式︓物理⼯学系
• 受験資格︓⽇本医学物理学会の正会員である理⼯学系及び放射線技術学系修⼠

以上の学位を有するまたは修⼠の学位を取得⾒込みの者。
• 2025年度の試験合格率は64%（112名の合格者）。
• 試験合格5年以内に、医学物理に関わる経験年数1-3年で医学物理⼠認定となる。
• 資格の維持には、5年に⼀度の資格更新を⾏う必要がある。

医療系の資格としては
難易度が⾼い（合格率が低い） 様々な理系の修⼠2年⽣から受験可能

受験資格の閾は低い
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医学物理⼠が携わる臨床・研究・教育
「医学物理⼠の業務は臨床、研究、教育の3本の柱を基本とする」

医学物理⼠に関連する団体として、医学物理学の学術団体である⽇本医学物理学会
（JSMP）、医学物理⼠の職能団体である⽇本医学物理⼠会（JCMP）、医学物理⼠
の資格認定団体である医学物理⼠認定機構（JBMP）の3つが存在する。

臨床現場
患者の治療・診断業務

研究開発を通して
医療の発展に貢献

QA/QCなどを通して
医療の質の向上に貢献

（臨床型医学物理⼠）

（研究開発型医学物理⼠）

教育現場
学⽣/研究者の育成

医学物理⼠を⽬指す者の育成

研究開発経験を活かした教育
研究開発教育

臨床経験を活かした教育
臨床教育

医学物理⼠
Medical 
Physicist
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医学物理⼠に要求される能⼒

q 臨床現場での問題点を的確に⾒つけ出す ︓洞察⼒

q 臨床における物理・技術的問題に対する解決︓解決能⼒
q 不確かさに対する臨床実施への判断 ︓判断能⼒

q 新しい治療法や治療装置を⼗分に理解する ︓理解能⼒

q 装置の性能・精度向上へのアプローチ
及び新治療技術や評価法の研究及び開発 ︓研究開発能⼒

q若⼿への医学物理学の教育 ︓教育能⼒

医学物理⼠には、以下の６つの能⼒が必要とされる

基礎学問をどれだけ理解し、それを活⽤できるか︖
個⼈が臨床現場で学ぶことの多い少いは、基礎学問の理解が
どれだけできているかに⼤きく左右される。

これらの能⼒は
⼤学教育の中で
⼗分⾝に付けて

おく必要性がある
（理想的である）

臨床現場において、
• 的確に⽬的を定める
• 解決のロジックを組める
• 実⾏し結果を出せる

知識 経験

知恵
知識と経験から知恵を
⽣み出せる⼈材育成が重要
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医学物理⼠の⼈材育成の取り組み 10

「国（⽂科省）の⽀援による医学物理⼠育成⽀援」
q がんプロフェッショナル⼈材養成プログラム（H19-R7︓現在、第4期）
対象は⼤学院⽣。
医師、技師、看護師等、⼤学と地域拠点病院等との連携により⼈材を育成する。
医学物理⼠の育成も主軸の⼀つ。
現在、11主幹⼤学65連携⼤学で実施中。

q粒⼦線がん治療に係わる⼈材育成プログラム（H19-23︓1期のみ）
対象は社会⼈。
医師、技師、看護師、医学物理⼠の⼈材育成を既存粒⼦線施設を中⼼に実施。
粒⼦線治療を専⾨とする医学物理⼠の育成が主軸の⼀つ。

• がんプロ第⼀期では、主に理⼯学系の複数のポスドクががんプロ医学物理⼠
育成教員として各⼤学で採⽤され、教育基盤の整備が⾏われた。

• がんプロ第⼆〜四期では、各⼤学で多くの医学物理⼠の育成が⾏われた（⾏
われている）。

• 粒⼦線治療に係わる多数の医学物理⼠を育成、現在、その多くが国内粒⼦線治療施設で活躍中。

現がんプロ参画⼤学

拠点⼤学 連携⼤学
東北⼤学 5⼤学
筑波⼤学 7⼤学
東京科学⼤学 6⼤学
⾦沢⼤学 5⼤学
名古屋⼤学 6⼤学
京都⼤学 4⼤学
⼤阪⼤学 5⼤学
岡⼭⼤学 10⼤学
九州⼤学 10⼤学
札幌医科⼤学 3⼤学
近畿⼤学 4⼤学



医学物理⼠の⼈材育成の取り組み

「医学物理教育コースにおける
医学物理⼠育成」

• 医学物理⼠認定機構により、
2012年4⽉からコース認定を開始。

• 26⼤学・1医療機関が医学物理⼠
教育コースの認定を受けている。

• 2⼤学のみが理⼯学系との連携で
コースを⽴ち上げている。（⽶国
では約半数）

• OJT（臨床研修）は3コースのみ。

医学物理教育コースの設置を
教育機関で幅広く展開する。
数多くの医学物理⼠を育成及び輩出
することで、患者へ提供する放射線
医療の質の向上に努める。
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https://www.jbmp.org/course_educational/decision/

機関名 専攻・分野等 修⼠課程 博⼠課程 臨床研修課程
1 筑波⼤学⼤学院 医学系 ★ ★ ★
2 ⼤阪⼤学⼤学院 医学系、放射線技術学系 ★ ★
3 東北⼤学⼤学院 医学系、放射線技術学系 ★ ★
4 茨城県⽴医療⼤学⼤学院 放射線技術学系 ★
5 北海道⼤学⼤学院 医学系、理学系、⼯学系、放射線技術学系 ★ ★
6 京都⼤学⼤学院 医学系 ★ ★
7 東京都⽴⼤学⼤学院 放射線技術学系 ★
8 北⾥⼤学⼤学院 放射線技術学系 ★
9 九州⼤学⼤学院 放射線技術学系 ★

10 東京⼤学⼤学院 医学系 ★
11 国際医療福祉⼤学⼤学院 放射線技術学系 ★
12 東海⼤学⼤学院  医学系 ★
13 広島⼤学⼤学院 医学系 ★ ★
14 新潟⼤学⼤学院 放射線技術学系 ★ ★
15 神⼾⼤学⼤学院 医学系 ★
16 近畿⼤学⼤学院 医学系 ★
17 帝京⼤学⼤学院 放射線技術学系 ★
18 群⾺⼤学⼤学院 医学系、理学系、⼯学系 ★
19 駒澤⼤学⼤学院 放射線技術学系 ★
20 東京⼥⼦医科⼤学⼤学院 医学系 ★
21 帝京⼤学福岡⼤学院 放射線技術学系 ★
22 群⾺県⽴県⺠健康科学⼤学⼤学院 放射線技術学系 ★
23 名古屋⼤学⼤学院 放射線技術学系 ★
24 藤⽥医科⼤学⼤学院 放射線技術学系 ★
25 徳島⼤学⼤学院 放射線技術学系 ★
26 順天堂⼤学⼤学院 医学系 ★
27 国⽴がん研究センター中央・東病院 ★



⽇本における医学物理⼠の現状 12

405名回答／1,228名依頼＝33%

⾚⾊％︓医学物理⼠有資格者の総数の1/3となるアンケート回答数からの算出値
⽔⾊％︓医学物理⼠有資格者の総数を想定した算出予測値

医学物理⼠雇⽤率︓87名／405名＝21%（10%以下）

理⼯系医学物理⼠雇⽤率︓27名／405名＝7%（3%以下）

⽇本の医学物理⼠は
医療の現場及び教育現場
で明らかに不⾜している



医学物理⼠の普及において何をすべきか
我が国におけるがんの放射線治療関連施設で働く医学物理⼠の数の不⾜は、
⾼品質の放射線がん治療を患者へ提供する上で深刻な問題である。

• 放射線物理学に関する基礎的研究
• 放射線の基礎特性の把握に関する計測及びシミュレーション等の研究開発
• 放射線の管理に関する⼿法や技術の研究開発
• …

医療現場での医学物理⼠の業務内容≒原⼦⼒事業に係わる専⾨家の業務内容

放射線物理学の基礎を⼗分に学んできた理⼯系出⾝の若⼿研究者にとって、
医学物理⼠は新たなキャリアパスになる。
特に放射線医療における医学物理学分野の研究開発や放射線管理は
原⼦⼒分野と多くの共通点がある。

理⼯系の若⼿研究者が放射線医療分野・医学物理学分野へ積極的に参画する
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学会同⼠の密な連携体制

医学物理⼠⼈材育成の新たな取り組み
医療のニーズを知ることでシーズを⽣み出すことができる、
研究実施能⼒を持った⼈材を数多く輩出する仕組みを整備する。

放射線物理学の専⾨知識を必要とする医学物理⼠という医療分野で活躍できる専⾨職があることを
原⼦⼒分野の若⼿研究者にも広く知って貰う。

医学物理⼠認定機構により、医学物理教育コースの認定
を受けている⼤学が26⼤学で、その内、理⼯学系との
連携でコースを⽴ち上げているのは2⼤学のみしかない。

2⼤学（理⼯学系と連携している認定⼤学数）/26⼤学（全認定⼤学数）= 8%

8⼤学（理⼯学系と連携している認定⼤学数）/26⼤学（全認定⼤学数）= 31%

「理⼯系連携のコース認定⼤学数を増やす」 学内での医学と理⼯学の連携体制構築
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医学部
保健学科

医学系研究科
保健学専攻

博⼠前期課程

医学系研究科
保健学専攻・医学専攻

博⼠後期課程

⼤学において研究と教育の密な融合化を⾏う
「⼤学院⽣の充実化を図る」

⼤学での医学物理⼠⼈材育成の他学部連携体制

□学部
△△学科

□系研究科
△△専攻

博⼠前期課程

□系研究科
△△専攻

博⼠後期課程

⼯学部
原⼦⼒関連学科

⼯学系研究科
原⼦⼒関連専攻
博⼠前期課程

⼯学系研究科
原⼦⼒関連専攻
博⼠後期課程

医
学
物
理
学
の
基
礎
を
習
得

横断的教育

医
学
物
理
⼠
の
専
⾨
能
⼒
を
習
得

横断的教育
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医学物理⼠レジデントコースの構築 16

医療機関における医学物理⼠業務のOJTを主軸
に⾏い、（臨床型）医学物理⼠を養成する。

• コース期間は2-3年間。
• 対象者は医学物理⼠を⽬指す者（修⼠以上）。
• コース所属中は給与⽀給。
• ⽶国では医学物理⼠レジデントコース修了者

のみ医学物理⼠受験資格となっている。
（⽇本ではそうなっていない）

⽇本で医学物理⼠レジデントコースは
3施設（2⼤学、1医療機関）のみ。

医学物理⼠レジデントコースを増やすことが、
理⼯系からの医学物理⼠へのキャリアパスを
⼤きく後押しさせる近道の⼀つである。

https://www.campep.org/campeplstres.asp

計133施設

「⽶国における医学物理⼠レジデントコース」

計46施設

2施設
9施設 ⽶国でも、核医学の医学物理⼠レジデント

コースは全コース数の6%程、核医学治療は
僅か1%程しかない。



医学物理⼠の定義・役割・責任等の国際基準 17

• IAEA、IMPCB、IOMPに⽀持され
る、医学物理⼠認定制度の確⽴・
運⽤のための国際的ガイドライン。

• 物理学の専⾨家として、電離・⾮
電離放射線を⽤いた患者の診断・
治療に携わる学際的専⾨職。

• 診療の安全性と⾼品質確保に貢献。
• 問題特定・解決・⽴案能⼒、新

規・⾮標準的情報の解釈能⼒、科
学的評価能⼒、科学的⾒解の伝達
能⼒、状況判断・適切医療の是正
措置実施能⼒、⾃⾝の知識・技能
の限界認識能⼒を有していること。 

• 専⾨性の確⽴は、⾼度な⼤学院教
育及び体系的な臨床トレーニング
（レジデント教育）で⾏われる。

IMPCB（ International Medical Physics Certification Board）︓国際医学物理認定組織
IOMP（International Organization for Medical Physics）︓国際医学物理機構



⽇⽶における専⾨医学物理⼠認定 18

• Diagnostic Medical Physics (DMP) 診断医学物理⼠
• Nuclear Medical Physics (NMP) 核医学医学物理⼠
• Therapeutic Medical Physics (TMP) 治療医学物理⼠

https://www.theabr.org/get-certified/medical-physics/

American Board of Radiology︓ABR

＜資格試験＞
Part-1︓医学物理⼠基礎内容のCBT試験
Part-2︓専⾨医学物理⼠ごとのCBT試験
Part-3︓専⾨医学物理⼠ごとの⾯接試験

• 受験資格︓
医学物理⼠有資格者＋治療臨床経験3年以上

• 試験内容︓
マーク式問題（⼀次試験）
＋⾯接（⼆次試験（⼀次試験合格者のみ））

• 2020年度から認定制度開始
• 現在までに103名を認定

「治療専⾨医学物理⼠」

Ø ⽇本では治療専⾨のみ医学物理⼠認
定資格がある。核医学（治療）専⾨
医学物理⼠等は未整備の状況。

Ø ⽶国では専⾨分野ごとの医学物理⼠
認定資格となっている。



⽇本における医学物理⼠⼈材育成の課題・解決まとめ 19

• 現在、医療現場で活躍している医学物理⼠及びそれに準ずる専⾨性の⾼い診療
放射線技師の地位の確保と向上及び医療現場体制の整備。

• 医療分野で活躍する理⼯系⼈材の育成及びキャリアパス⽀援体制。
• 臨床トレーニングを主軸とするレジデント制度、実施機関の整備。
• 現在、国内で実施している教育体制とIAEA、CAMPEPなどの国際基準との整

合性の調整。

「課題」

• 医理⼯保連携での⼈材育成体制の強化。
• 既存の治療専⾨資格に加え、新たな専⾨医学物理⼠の設置（特に核医学分野）。
• 新たな⼈材育成コースを現在不⾜している理⼯系分野内へ中⼼に設置する、

国からの⼈材育成⽀援の導⼊。
• 既存及び新規の医学物理⼠⼈材育成コースでのカリキュラム内容の国際基準化

の再確認及び整備。

「解決案」（⽇本の放射線医療の安全性・品質保証の確保・向上のため）



- 原⼦⼒分野から多くの医学物理⼠を -


